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ピアサポートを取り入れた心の育成『第２弾 もめごとの解決スキル』 

 今回も日本ピアサポート学会常任理事の吉田益美先生をお招きして、 

前回の『傾聴で友達の話を聞こう』の体験や学習を活かして、「もめ 

ごと（対立）の解決スキル」について学びました。 

下仁田小学校の５・６年生と中学生が一緒に話を聞いて、もめごとが 

起きた時、どのように解決していけばよいのかを学びました。 

 

生徒に広めたい 『ピアサポート』 

ピアサポートとは、困っている仲間を支え合う活動のことです。 

   ＊仲間とは、同学年だけでなく、上級生（小学生にとっての中学生）もピアです。 
 

活動その１ 『対立は悪いことなのか？』 隣の人と話し合ってみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊資料は当日のスライドを抜粋しました。 
＜スライド①＞                                    ＊解決するための 

                                  スキルとは・・・ 

  

                                    

 

 

 

 

 

 

対立は悪いことなのか、自分の意見をペア

の人に伝えています。傾聴の姿勢で、伝え

合っている生徒の姿がとってもいいです。 

講師の先生が、各学年の代表の人に、どんな

話し合いの結果になったのか、インタビュー

しています。マイクを向けられても、しっか

り答えられる下中生です。 

仲裁者としてのピアサポート 



＜スライド②＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動その２  『一つのオレンジ』の話 あなたは、仲裁者です。 

どのように対応しますか？ １つのオレンジをどのようにしたと思い 

ますか？ 隣の人と話し合ってみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スライド③＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二人の言い争いをしっかり聞いて、解決していくために 

いい方法はないかペアで考えています。話し合いの結果

は、「半分にする。」「ジュースにして分ける。」「年功序

列」「二人の話を聞いて実と皮でわける」など二人が納得

いくような、win-win な関係になるようなアイディアを考

えていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回のように、『解決のスキル』も最初から上手にできる人はいません。だから下の図のように、練習

して、計画を立てて、活動して、振り返って、また練習して…と繰り返し行うことが大切です。上手に

サイクルを回すことで、みなさんの力になっていきます。                                               

                  

講演会の最後には、自分の計画を立てました。自分が仲裁者として 

どんなもめごとの時に使えそうか考え、それをもとに、まずは２週間取 

り組みを始めています。  

 
どんな計画を立てたのでしょうか？ 何人か紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①仲裁者としてどんな
もめごとの時に使えそ
うですか？ 

誰かがケンカをしている
のを見かけたとき 

②その時、仲裁者として
心がけたいことは？ 

二人の考えをしっかり理
解する 

③もし、対立の当事者に
なったとき、こころがけ
たいことは？ 

感情的になりすぎず、しっ
かり相手の意見も聞く 
 

①仲裁者としてどんな
もめごとの時に使えそ
うですか？ 

物の取り合い 
人の取り合い 

②その時、仲裁者として
心がけたいことは？ 

人の話をよく聞く 

③もし、対立の当事者に
なったとき、こころがけ
たいことは？ 

相手の話をよく聞く 
うそをつかない 
相手にきちんと伝える 

①仲裁者としてどんな
もめごとの時に使えそ
うですか？ 

ルールを守ってくれなか
ったとき 
相手が興奮状態のとき 

②その時、仲裁者として
心がけたいことは？ 

お互いの意見を言わせて、 
聞かせる 

③もし、対立の当事者に
なったとき、こころがけ
たいことは？ 

落ち着いて、解決につなが
るような意見をしっかり
伝える 

①仲裁者としてどんな
もめごとの時に使えそ
うですか？ 

誤解していること 

②その時、仲裁者として
心がけたいことは？ 

どっちかの味方みたいに
なるんじゃなくて平等に
なる 

③もし、対立の当事者に
なったとき、こころがけ
たいことは？ 

本当の胸の内を話す 
 

①仲裁者としてどんな
もめごとの時に使えそ
うですか？ 

意見の食い違いが起きた
とき 

②その時、仲裁者として
心がけたいことは？ 

どっちか一人に偏らず、 
平等の立場にいること 

③もし、対立の当事者に
なったとき、こころがけ
たいことは？ 

しっかり相手の話を聞く 

＜スライド③＞ 

 



講演会を終えての感想の紹介 
 

１年生 

・対立は悪いことじゃないけど、対立のせいで仲が悪くなるのは嫌だから、メディエーションで解

決することが大切だとわかった。 

・仲裁者の技術は、社会にでても必要不可欠なので身につけたい。 

・対立が起きたときに、当事者だったら相手の意見をちゃんと理解してあげたい。当事者でなかっ

たら積極的に仲裁者の正しい役割をこなして対立する前よりも良い関係を築けるようにしたい。 

・自分は、当事者側に回ることが多いと思うので、キレすぎて話を聞かないということがなく、冷

静を保てるようになろうと思った。  

 

２年生 

・前回の講話でもすごく勉強になったけど、今回の講話でより詳しくピアサポートについて知れた。 

 しっかり活用したいと思った。 

・自分も仲裁をしたことがあったけどあまりうまくいかなかったけど、今回のピアサポートでどう

すればうまく話し合えるかが分かった。 

・今日の講話で、自分は兄弟がいるので、何かもめごとなどが起きたとき、自分が仲裁者になれた

らいいなと思います。自分が少し成長できたかなと思いました。 

・対立することは悪いことではないと分かった。また、対立は人ではなくて考え方の対立だと分か

ることができた。今日のピアサポート体験を生かして、よりよい学校にしていきたいと思った。 

 

３年生 

・自分が仲裁者になれるときはなって、相手の意見をしっかり聞こうと思いました。 

・３つのルールを守って話し合いをしたい。平等に接することができる仲裁者になりたい。 

・けんかしたときでも話を聞き合い、最大限いい方向へ向かっていきたい。 

・もし対立したら、相手の話を聞き、自分の気持ちを正直に言えるようにしたいです。仲裁者とし

ても話をよく聞きます。 

・最近の授業ではグループで活動し、話し合ったりすることが多いので、対立が起きたときの対応

の仕方を知れて、すごく役にたった。 

 
今回、司会やお礼の言葉は、後期保健委員の２年生が行いました。３年生から引継ぎ、初めての２年生

が中心となる仕事でした。 

 

 

 

 

 

当日使用したスライドは、クラスルーム『R６保健の情報』に載っています。見てください。 


